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口絵 1　名古屋城中心部鳥瞰復元CG（復元設計：三浦正幸、制作：株式会社エス、19世紀中葉の様子）
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類
例
な
き
特
別
な
二
の
丸
を
も
っ
た
名
古
屋
城

広
島
大
学
名
誉
教
授　

三
浦　

正
幸

は
じ
め
に

　

本
報
告
は
、
二
〇
二
四
年
十
一
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
「
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
４ 
十
七
世
紀
の
名
古
屋
城
─
二
之
丸
の
す
が
た
を
さ
ぐ
る

─
」
に
お
い
て
、
筆
者
が
「
類
例
な
き
特
別
な
二
の
丸
を
も
っ
た
名
古
屋
城
」
と
題

し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
基
に
し
て
新
た
に
書
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
名
古
屋
築
城
時
の
社
会
的
背
景

　（
一
）
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
お
け
る
西
国
外
様
大
名
の
情
勢

　

周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
東
軍

す
な
わ
ち
徳
川
家
康
に
与
し
た
大
名
衆
（
後
に
外
様
大
名
と
呼
ば
れ
る
者
）
に
対
し

て
の
論
功
行
賞
の
結
果
、
京
都
以
西
の
近
畿
地
方
お
よ
び
中
国
地
方
・
四
国
地
方
・

九
州
地
方
、
大
雑
把
に
い
う
西
国
の
地
（
換
言
す
れ
ば
西
日
本
）
は
、
豊
臣
系
を
中

心
と
す
る
外
様
大
名
衆
が
領
有
す
る
地
域
と
な
っ
た
。

　

そ
の
中
に
は
関
ヶ
原
以
前
か
ら
そ
の
地
を
領
有
し
て
い
た
島
津
（
鹿
児
島
城
、
以

下
の
居
城
名
に
つ
い
て
は
参
考
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
同
時
代
の
も
の

で
は
な
い
）・
鍋
島
（
佐
賀
城
）・
毛
利
（
萩
城
）
な
ど
の
い
わ
ば
土
着
大
名
も
い
た

が
、
そ
の
地
域
で
加
増
ま
た
は
所
領
安
堵
さ
れ
た
加
藤
清
正
（
熊
本
城
）・
黒
田
（
福

岡
城
）・
加
藤
嘉
明
（
伊
予
松
山
城
）・
藤
堂
（
今
治
城
）・
生
駒
（
高
松
城
）・
蜂
須

賀
（
徳
島
城
）
な
ど
い
わ
ば
豊
臣
系
大
名
が
多
く
お
り
、
さ
ら
に
近
畿
や
東
国
の
地

か
ら
西
国
へ
大
加
増
・
転
封
し
た
細
川
忠
興
（
小
倉
城
）・
田
中
吉
政
（
柳
川
城
）・

山
内
一
豊
（
高
知
城
）・
福
島
正
則
（
広
島
城
）・
堀
尾
吉
晴
（
松
江
城
）・
小
早
川

秀
秋
（
岡
山
城
）・
中
村
一
忠
（
米
子
城
）・
池
田
輝
政
（
姫
路
城
）・
浅
野
幸
長
（
和

歌
山
城
）
と
い
っ
た
豊
臣
系
の
有
力
外
様
大
名
が
ひ
し
め
い
た
。

　

島
津
氏
を
除
い
て
彼
ら
は
、
関
ヶ
原
の
翌
年
頃
か
ら
大
々
的
に
城
普
請
を
始
め
、

高
い
石
垣
や
天
守
を
備
え
た
新
式
の
城
郭
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
な
お
、
小
早
川

秀
秋
の
無
嗣
断
絶
に
よ
っ
て
遺
領
の
岡
山
城
は
池
田
忠
継
、
津
山
城
が
森
忠
政
に

よ
っ
て
普
請
さ
れ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
有
力
大
名
以
外
で
も
西
国
の
外
様
大
名
衆

は
こ
ぞ
っ
て
城
普
請
（
唐
津
城
・
府
内
城
・
臼
杵
城
・
日
出
城
・
佐
伯
城
・
延
岡
城
・

岩
国
城
・
津
和
野
城
・
岸
和
田
城
な
ど
）
を
始
め
た
。
こ
う
し
た
関
ヶ
原
以
降
、
慶

長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
の
豊
臣
氏
滅
亡
ま
で
続
い
た
城
普
請
の
活
況
は
、
慶
長
の

築
城
盛
況
期
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

慶
長
十
五
年
の
名
古
屋
城
の
着
工
は
、
西
国
の
外
様
大
名
衆
を
中
心
と
し
た
築
城

盛
況
期
の
終
盤
に
位
置
す
る
こ
と
に
改
め
て
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
西
国
の
大
規
模
城
郭
の
多
く
が
す
で
に
完
成
を
迎
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　（
二
）
家
康
に
よ
る
公
儀
普
請

　

そ
の
当
時
に
は
西
国
の
地
に
お
い
て
は
、
幕
府
領
や
譜
代
大
名
の
領
地
は
ま
だ
ほ

と
ん
ど
な
く
、
め
ぼ
し
い
城
は
幕
府
領
の
備
中
松
山
城
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
西
国
の
豊
臣
系
外
様
大
名
お
よ
び
徳
川
政
権
に
強
い
反
感
を
も
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
島
津
・
毛
利
な
ど
の
有
力
大
名
が
結
束
し
て
倒
幕
に
立
ち
上
が
っ
た
と
し
た
ら
、

西
国
大
名
の
ほ
ぼ
総
て
を
敵
に
回
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
幕
府
に
勝
算
が
な
い

の
は
、
誰
が
考
え
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
倒
幕
の
旗
頭
と
な
る
豊
臣
秀
頼
の

大
坂
城
を
囲
む
よ
う
に
幕
府
方
の
城
を
築
く
、
い
わ
ゆ
る
大
坂
城
包
囲
網
が
家
康
に

よ
る
公
儀
普
請
で
次
々
と
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
加
納
城
（
岐
阜
県
）・
彦
根
城
か
ら
始
ま
り
、
西
国
外
様
大
名
を
動
員
し
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て
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
丹
波
篠
山
城
（
兵
庫
県
）・
同
十
五
年
に
丹
波
亀

山
城
（
京
都
府
）
が
築
か
れ
た
。
ま
た
慶
長
十
二
年
に
徳
川
本
城
の
江
戸
城
、
同

十
三
年
に
家
康
の
隠
居
城
と
し
て
駿
府
城
も
名
古
屋
城
築
城
の
直
前
に
公
儀
普
請
に

よ
っ
て
整
備
拡
張
さ
れ
た
。

　

慶
長
十
五
年
に
着
工
さ
れ
た
名
古
屋
城
も
大
坂
城
包
囲
網
の
一
環
で
あ
っ
た
と
歴

史
系
の
種
々
の
商
業
雑
誌
に
お
い
て
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
丹
波
篠
山
城
や

丹
波
亀
山
城
と
同
等
の
大
坂
城
包
囲
網
の
形
成
と
い
う
築
城
目
的
だ
け
で
は
、
名
古

屋
城
の
規
模
の
大
き
さ
、
石
垣
や
天
守
を
は
じ
め
と
す
る
城
郭
建
築
の
破
格
の
壮
大

さ
、
そ
し
て
特
別
な
二
之
丸
（
こ
れ
以
後
、
二
の
丸
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋

城
の
二
の
丸
は
慣
例
に
基
づ
い
て
「
二
之
丸
」
と
表
記
し
、
そ
の
他
の
一
般
的
な
も

の
に
つ
い
て
は
「
二
の
丸
」
と
す
る
）
の
縄
張
を
理
解
す
る
に
は
不
十
分
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
徳
川
本
城
の
江
戸
城
以
外
の
代
表
的
な
公
儀
普
請
の
城
郭
の
規
模
（
堀
を
含

む
城
内
面
積
）
を
上
げ
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
規
模
は
慶
長
十
五
年
頃
当
時
の
も
の

で
、
豊
臣
氏
が
滅
ん
だ
元
和
以
後
に
拡
張
さ
れ
た
部
分
は
含
ま
な
い
。

　

・
名
古
屋
城　
　
　
　
　

一
一
六
五　

千
平
方
メ
ー
ト
ル

　

・
丹
波
篠
山
城　
　
　
　
　

一
九
五

　

・
丹
波
亀
山
城　
　
　
　
　

三
六
二

　

・
彦
根
城　
　
　
　
　
　
　

二
一
三　
（�

内
堀
以
内
の
面
積
、
中
堀
・
外
堀
は
後

の
拡
張
）

　

・
加
納
城　
　
　
　
　
　
　

一
五
一

　

・
駿
府
城　
　
　
　
　
　
　

四
九
〇

　

こ
れ
を
見
て
も
名
古
屋
城
が
い
か
に
破
格
的
な
規
模
で
あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
よ

う
。

二
　
幕
府
系
の
輪
郭
式
縄
張

　（
一
）
近
世
城
郭
の
縄
張
の
分
類

　

近
世
城
郭
の
縄
張
の
分
類
は
、
昭
和
戦
前
に
大
類
伸
博
士（

１
）が

提
案
し
た
も
の
に
由

来
す
る
。
当
初
は
輪
郭
式
・
輪
郭
式
変
態
・
梯
郭
式
・
梯
郭
式
変
態
・
連
郭
式
の
五

種
類
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
本
形
式
は
輪
郭
式
・
梯
郭
式
・
連
郭
式
の
三
種
類
で
あ
っ

て
、こ
の
三
種
類
が
縄
張
分
類
と
し
て
今
日
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
分
類
は
築
城
時
に
お
い
て
縄
張
の
理
念
と
さ
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
残

さ
れ
た
城
跡
の
縄
張
を
現
代
人
が
便
宜
的
に
理
解
す
る
た
め
の
一
応
の
目
安
で
あ
っ

て
、
総
て
の
城
の
縄
張
を
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
あ
る
い
は
容
易
に
分
類
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
分
類
不
能
の
例
も
あ
る
。
あ
る
意
味
、
名
古
屋
城
の
縄
張

は
そ
れ
に
類
す
る
。

　

輪
郭
式
と
は
、
本
丸
の
四
周
を
二
の
丸
が
取
り
囲
む
も
の
で
、
さ
ら
に
三
の
丸
が

取
り
囲
む
厳
重
な
例
も
あ
る
。
駿
府
城
（
静
岡
市
）
が
厳
重
な
典
型
例
で
、
本
丸
を

輪郭式

梯郭式

連郭式

図 １　城郭の縄張模式図
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二
の
丸
・
三
の
丸
が
次
々
に
取
り
囲
ん
で
い
た
。
明
治
期
に
本
丸
が
取
り
壊
さ
れ
た

の
で
、
現
状
で
は
二
の
丸
を
三
の
丸
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
輪
郭
式
の
例
に
は
丹
波

篠
山
城
・
大
坂
城
・
二
条
城
・
山
形
城
・
米
沢
城
な
ど
が
あ
る
。

　

輪
郭
式
で
は
、
外
側
の
曲
輪
の
堀
の
延
長
が
長
大
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
土
木

工
事
量
が
膨
大
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
割
に
は
二
の
丸
の
奥
行
き
を
短
く
し
か
取

れ
な
い
た
め
、
役
所
や
屋
敷
を
設
け
る
の
に
不
都
合
で
あ
っ
て
、
実
用
性
は
低
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
縄
張
と
し
て
は
費
用
対
効
果
が
著
し
く
不
適
切
な
形
式
で
あ
っ

て
、
実
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
輪
郭
式
は
最
も
厳
重
そ
う
で
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、長
大
な
二
の
丸
の
城
壁
の
ど
こ
か
一
か
所
か
ら
で
も
敵
の
侵
入
を
許
す
と
、

二
の
丸
全
体
が
陥
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
防
備
上
で
重
大
な
欠
陥
も
あ
っ
た
。

　

梯
郭
式
は
、
本
丸
の
周
囲
の
二
面
か
ら
三
面
を
二
の
丸
が
囲
む
も
の
で
、
輪
郭
式

の
二
の
丸
の
一
部
を
取
り
除
い
た
形
式
で
あ
る
。
順
次
に
三
の
丸
や
そ
の
他
の
曲
輪

が
本
丸
や
二
の
丸
に
取
り
付
く
こ
と
が
多
い
。
本
丸
が
剥
き
だ
し
に
な
っ
て
し
ま
う

が
、そ
の
部
位
に
天
然
の
要
害
や
水
田
が
位
置
し
て
い
れ
ば
防
備
上
に
問
題
は
な
い
。

近
世
城
郭
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
縄
張
で
あ
る
。

　

連
郭
式
は
、
本
丸
と
二
の
丸
を
一
列
に
並
べ
た
形
式
で
あ
る
。
水
戸
城
で
は
、
か

つ
て
台
地
上
に
六
つ
の
曲
輪
が
一
列
に
連
な
っ
て
お
り
、連
郭
式
の
典
型
例
で
あ
る
。

ほ
か
に
高
知
城
・
明
石
城
（
兵
庫
県
）・
伏
見
城
・
盛
岡
城
（
岩
手
県
）
な
ど
が
あ
る
。

連
郭
式
は
三
方
が
剝
き
出
し
の
本
丸
を
直
接
に
攻
め
ら
れ
る
虞
が
あ
る
の
で
、
一
般

的
に
は
連
郭
式
の
曲
輪
の
周
囲
を
さ
ら
に
輪
郭
式
や
梯
郭
式
に
外
側
の
曲
輪
が
取
り

囲
む
。

　（
二
）
名
古
屋
城
の
縄
張
の
概
要

　

城
は
立
地
に
よ
っ
て
、
平
城
・
平
山
城
・
山
城
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
平
城

は
平
地
に
立
地
す
る
城
で
、
城
内
と
城
外
の
比
高
（
標
高
差
）
が
あ
ま
り
な
い
も
の

を
い
う
。
平
山
城
は
低
い
山
や
丘
の
上
に
中
心
部
を
置
き
、
そ
の
周
囲
の
平
地
も
城

内
に
含
む
も
の
を
い
う
。
山
城
は
高
い
山
上
に
立
地
す
る
城
で
あ
る
。

　

名
古
屋
城
は
平
城
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
南
方
や
東
方
の
城
下
町
か
ら
望
む
と
本

丸
ま
で
ほ
と
ん
ど
標
高
差
が
な
く
、
完
全
な
平
城
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
方
や
西
方

か
ら
望
む
と
、
城
は
現
状
で
比
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
（
以
前
は
洪
積
台
地
と

い
っ
た
）
の
上
に
あ
っ
て
、や
や
低
め
の
平
山
城
と
し
て
も
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
坂
城
や
江
戸
城
も
同
じ
よ
う
な
台
地
上
の
立
地
で
あ
っ
て
、
特
別
に
大
き
い
城
郭

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。
名
古
屋
城
が
築
か
れ
て
い
る
台
地
は
、
北
側

と
西
側
に
太
古
に
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
（
あ
る
い
は
断
層
崖
、
以
後
、
河
岸
段
丘

等
と
い
う
）
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
角
部
に
本
丸
が
位
置
し
て
い
る
。

図 ２　名古屋城が築かれている地形
地理院地図（陰影起伏図、一部加工）
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名
古
屋
城
は
関
ヶ
原
の
戦
い
以
降
に
着
工
さ
れ
た
平
城
あ
る
い
は
低
い
平
山
城
で

あ
る
の
で
、
堀
と
石
垣
あ
る
い
は
土
居
は
基
本
的
に
直
角
に
屈
曲
す
る
、
新
式
の
縄

張
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
丸
北
東
側
の
曲
輪
で
あ
る
塩
蔵
構
の
北
東
隅
部
だ
け
は

斜
め
に
削
ぎ
落
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
名
古
屋
城
の
城
壁
の
北
面
全
体
を
見
る
と
、

塩
蔵
構
の
北
東
隅
部
の
削
ぎ
落
し
を
含
め
て
、
御
深
井
丸
北
面
か
ら
二
之
丸
の
北
面

へ
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
雁
行
し
な
が
ら
城
壁
が
南
側
へ
後
退
し
て
い
る
。
ま
た
、
三

の
丸
の
西
面
は
西
へ
向
け
て
円
く
迫
り
出
す
。こ
の
よ
う
な
縄
張
の
独
特
な
形
状
は
、

天
然
地
形
で
あ
る
河
岸
段
丘
等
の
方
向
が
歪
ん
で
い
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
報
告
が
扱
う
二
之
丸
は
、
河
岸
段
丘
等
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

台
地
上
に
お
い
て
、
本
丸
の
南
東
へ
向
け
て
、
地
形
の
制
約
を
全
く
受
け
ず
、
規
模

を
無
制
限
に
自
由
に
計
画
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
特
異
的

に
大
規
模
な
二
之
丸
は
、
名
古
屋
城
で
は
現
状
の
位
置
に
し
か
築
け
な
か
っ
た
と
言

え
る
。

　

そ
し
て
、
大
坂
城
と
同
様
に
名
古
屋
城
で
は
、
敵
が
侵
攻
し
や
す
い
台
地
上
に
向

け
て
は
厳
重
に
隅
櫓
や
多
門
櫓
を
建
て
、
さ
ら
に
三
之
丸
を
設
け
て
防
備
を
固
め
て

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
低
地
の
方
は
フ
ケ
（
深
井
）
と
呼
ば
れ
た
湿
地
帯
だ
っ
た

た
め
敵
の
大
軍
が
侵
攻
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
、
櫓
も
少
な
く
、
曲
輪
も

狭
か
っ
た
。

　（
三
）
名
古
屋
城
の
縄
張
の
戦
略
的
意
義

　

名
古
屋
城
の
縄
張
は
個
性
的
で
あ
っ
て
、
全
国
に
類
例
は
な
い
。
ほ
ぼ
正
方
形
の

本
丸
を
台
地
の
北
西
角
近
く
に
置
き
、
そ
の
周
囲
に
狭
い
内
堀
を
廻
ら
す
。
本
丸
の

南
西
に
西
之
丸
、
北
西
に
御
深
井
丸
、
北
面
東
寄
り
に
塩
蔵
構
、
東
面
北
寄
り
に
搦

手
馬
出（

２
）、

南
東
に
二
之
丸
、
南
面
東
寄
り
に
大
手
馬
出
を
置
き
、
そ
れ
ら
六
つ
の
曲

図 ３　名古屋城中心部の縄張（口絵 １）
復元設計：三浦正幸　CG：株式会社エス
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輪
で
本
丸
の
四
周
を
取
り
巻
く
。
そ
れ
ら
の
曲
輪
の
外
側
を
外
堀
で
囲
む
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
南
面
と
東
面
は
台
地
上
に
連
な
る
の
で
、さ
ら
に
三
之
丸
を
設
け
て
囲
む
。

　

こ
の
よ
う
な
名
古
屋
城
の
曲
輪
の
配
置
に
つ
い
て
、
輪
郭
式
・
梯
郭
式
・
連
郭
式

の
三
種
類
に
強
い
て
分
類
す
る
な
ら
ば
梯
郭
式
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
名
古
屋
城
の

場
合
、
そ
れ
ら
三
型
式
の
ど
れ
に
も
分
類
さ
れ
な
い
独
特
な
縄
張
で
あ
る
と
し
た
方

が
分
か
り
や
す
い
。

　

六
つ
の
曲
輪
で
本
丸
を
取
り
巻
い
て
い
る
の
で
、
六
つ
の
曲
輪
を
一
連
の
も
の
と

み
な
せ
ば
何
と
か
輪
郭
式
と
い
え
な
く
も
な
い
。
輪
郭
式
の
防
備
の
欠
陥
を
補
う
た

め
、
本
来
は
一
連
で
あ
る
二
之
丸
を
六
つ
に
仕
切
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
、
万
が

一
の
敵
の
侵
攻
を
局
所
的
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
名
古
屋
城
の

塩
蔵
構
・
搦
手
馬
出
・
大
手
馬
出
は
小
さ
な
曲
輪
で
、
二
之
丸
は
逆
に
広
大
で
あ
る
。

ほ
か
の
五
つ
の
曲
輪
を
合
わ
せ
た
ほ
ど
二
之
丸
を
広
大
に
し
て
、
郭
内
の
実
用
性
を

高
め
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。
防
備
と
実
用
を
兼
ね
備
え
た
、
全
国
一
の
巧
み

な
縄
張
で
あ
っ
て
、
従
来
の
三
型
式
に
分
類
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
な
お
、

三
之
丸
は
梯
郭
式
に
取
り
付
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
六
つ
の
独
立
性
の
高
い
曲
輪
で
本
丸
を
取
り
囲
む
と
い
う
、
史
上
で
最

も
巧
妙
な
縄
張
を
名
古
屋
城
が
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に

本
丸
の
全
周
お
よ
び
西
之
丸
と
大
手
馬
出
の
南
正
面
、
二
之
丸
の
西
正
面
に
は
石
垣

上
に
厳
重
な
多
門
櫓
を
廻
ら
し
て
い
た
。
ま
た
、
主
要
な
五
城
門
で
あ
る
、
本
丸
表

門
・
本
丸
東
門
、
西
之
丸
榎
多
門
（
現
在
の
名
古
屋
城
正
門
の
位
置
）、
二
之
丸
大

手
門
（
西
鉄
門
）・
二
之
丸
東
門
（
東
鉄
門
）
は
す
べ
て
二
重
に
城
門
を
建
て
る
枡

形
門
に
し
て
い
た
。
石
垣
上
の
多
門
櫓
は
当
時
の
兵
器
や
攻
城
法
で
は
絶
対
に
打
ち

破
れ
な
い
究
極
の
防
衛
線
で
あ
り
、
枡
形
門
は
絶
対
に
侵
入
で
き
な
い
究
極
の
虎
口

だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
曲
輪
の
形
状
が
単
純
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
上
最
堅

固
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
も
は
や
豊
臣
大
坂
城
な
ど
足
元
に
も
及
ば
な
い
史
上
第

一
の
縄
張
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
こ
の
単
純
な
縄
張
は
、
石
垣
普
請
を
二
十
家
の
外
様
大
名
衆
に
割
り
当
て

る
に
は
極
め
て
好
都
合
だ
っ
た
。
各
曲
輪
の
周
囲
の
石
垣
は
、
屈
曲
が
少
な
く
て
直

線
的
で
画
一
的
だ
っ
た
た
め
、
助
役
の
大
名
の
禄
高
に
応
じ
て
機
械
的
に
丁
場
を
割

り
振
ら
れ
た
。
城
内
各
所
で
同
時
に
石
垣
普
請
が
進
行
し
て
も
、
直
線
的
な
石
垣
な

の
で
、
お
互
い
に
邪
魔
に
な
ら
ず
に
工
事
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
各
大
名
の
丁
場
を
一
か
所
ず
つ
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
曲

輪
に
散
ら
ば
ら
せ
て
担
当
さ
せ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
城
壁
の
高
さ
の

差
、
水
堀
・
空
堀
の
別
な
ど
、
曲
輪
ご
と
に
難
易
度
が
違
う
石
垣
工
事
を
平
等
に
分

担
さ
せ
る
と
い
う
、
表
向
き
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
そ
の
二
十

の
外
様
大
名
衆
に
名
古
屋
城
の
縄
張
全
体
の
厳
重
さ
を
思
い
知
ら
せ
る
戦
略
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
城
攻
め
に
際
し
て
徳
川
に
反
旗
を
翻
す
虞
が
あ
っ
た
、
仮

想
敵
大
名
を
集
め
て
の
工
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
丁
場
の
分
散
配
置
に
よ
っ
て
、
参
加

し
た
総
て
の
大
名
衆
に
名
古
屋
城
全
体
の
究
極
的
な
縄
張
を
認
知
さ
せ
、
大
坂
城
に

比
べ
て
は
る
か
に
強
大
な
城
郭
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
と
言
え

る
。
そ
の
究
極
な
縄
張
に
は
弱
点
が
全
く
な
く
、
縄
張
を
仮
想
敵
に
公
開
し
て
も
問

題
な
い
ば
か
り
か
、
謀
反
に
対
す
る
強
力
な
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
た
。
実
際
に
そ

の
後
に
起
こ
っ
た
大
坂
冬
の
陣
で
は
、
そ
れ
ら
の
大
名
衆
は
江
戸
に
留
め
置
か
れ
た

福
島
正
則
を
除
き
豊
臣
秀
頼
に
味
方
す
る
こ
と
な
く
、
幕
府
軍
と
し
て
忠
実
に
奮
戦

し
て
い
る
。
ま
さ
に
名
古
屋
城
の
築
城
は
戦
略
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

名
古
屋
城
本
丸
周
囲
の
内
堀
は
、
同
時
期
の
他
城
の
内
堀
と
比
べ
て
著
し
く
幅
が

狭
い
。
し
か
も
防
御
性
能
の
劣
る
空
堀
で
あ
る
。
一
般
的
な
城
で
は
、内
堀
が
広
く
、

外
堀
が
狭
く
造
ら
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
城
で
は
全
く
逆
で
あ
る
。
内
堀
を
狭
く
造
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る
の
は
、家
康
が
か
つ
て
本
拠
と
し
た
岡
崎
城
の
本
丸
北
側
の
空
堀
に
準
じ
て
い
る
。

堀
幅
が
狭
い
の
で
水
堀
に
す
る
必
要
が
な
く
（
空
堀
を
広
く
す
る
と
敵
が
堀
内
に
侵

入
し
や
す
い
）、
空
堀
は
高
い
石
垣
を
築
い
た
場
合
に
安
定
性
が
良
い
。
こ
の
狭
い

堀
の
幅
は
、
速
射
能
力
が
火
縄
銃
の
二
、三
十
倍
も
あ
る
弓
矢
の
矢
掛
か
り
（
一
般

的
に
十
五
間
、
必
殺
必
中
の
射
程
距
離
）
に
な
っ
て
い
る
。
本
丸
全
周
を
囲
む
多
門

櫓
や
隅
櫓
か
ら
の
弓
矢
の
速
射
に
よ
っ
て
、
本
丸
に
押
し
寄
せ
る
敵
の
大
軍
を
薙
ぎ

倒
す
家
康
流
の
縄
張
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
広
い
水
堀
と
高
い
石
垣
か
ら
な
る
直
線
的
な
城
壁
を
築
き
、
そ

の
上
に
多
門
櫓
を
廻
ら
し
、
虎
口
を
枡
形
門
と
し
て
、
敵
の
侵
入
を
完
璧
に
防
ぐ
防

衛
線
を
構
築
す
る
の
は
、
家
康
に
信
頼
さ
れ
て
城
の
縄
張
を
多
く
任
さ
れ
た
藤
堂
高

虎
の
築
城
流
儀
で
あ
る
。

　

家
康
流
の
実
戦
的
か
つ
攻
撃
的
な
縄
張
手
法
に
、
高
虎
流
の
絶
対
的
な
防
御
手
法

を
融
合
さ
せ
た
、
崇
高
な
縄
張
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
点
で
、
名
古
屋
城
の
縄
張

は
全
国
一
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

　（
四
）
巧
妙
な
鵜
の
首

　

本
丸
を
囲
む
六
つ
の
曲
輪
ど
う
し
は
、
幅
の
狭
い
土
橋
だ
け
で
接
続
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
六
か
所
の
土
橋
は
総
て
本
丸
の
内
堀
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で

は
、
西
之
丸
と
大
手
馬
出
を
区
画
し
て
い
た
堀
が
明
治
後
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
部
位
の
土
橋
は
地
続
き
に
な
っ
て
い
て
、
ほ
か
の
五
か
所
の
土
橋
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
土
橋
は
幅
が
狭
い
の
で
、
敵
の
大
軍
が
渡
ろ
う
と
し
た
場
合
に
は
渋
滞

が
起
こ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
本
丸
の
隅
櫓
・
多
門
櫓
か
ら
弓
矢
あ
る
い
は
鉄
砲
で
横

矢
を
掛
け
ら
れ
る
。
土
橋
上
は
狭
く
て
逃
げ
回
れ
ず
、
内
堀
は
狭
い
の
で
弓
矢
の
有

効
射
程
距
離
の
内
に
入
っ
て
い
る
。
土
橋
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
六
つ

図 ４　名古屋城本丸周囲の鵜の首に対する横矢掛り
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の
曲
輪
の
い
ず
れ
か
一
つ
が
敵
の
手
に
落
ち
た
と
し
て
も
、
そ
の
隣
の
曲
輪
に
敵
が

侵
出
す
る
の
を
完
全
に
防
げ
た
。
そ
の
土
橋
の
先
に
は
、
か
つ
て
総
て
城
門
（
埋
門

な
ど
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
敵
は
そ
の
城
門
に
遮
ら
れ
て
土
橋
の
上
で
停
滞
し
、

横
矢
が
さ
ら
に
有
効
に
な
る
。
そ
し
て
、
西
之
丸
と
御
深
井
丸
間
を
除
く
五
か
所
の

城
門
で
は
、
敵
が
土
橋
を
辛
う
じ
て
渡
っ
て
城
門
に
対
峙
す
る
と
、
本
丸
に
背
中
が

向
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
防
ぎ
よ
う
の
な
い
横
矢
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。

　

他
城
で
も
土
橋
に
横
矢
を
掛
け
る
例
は
多
々
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
名
古
屋

城
本
丸
の
不
明
門
や
表
門
や
東
門
に
通
じ
る
土
橋
と
同
じ
構
造
の
も
の
が
一
般
的

で
、
そ
れ
は
堀
を
渡
る
土
橋
に
対
す
る
横
矢
で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
六
つ
の
曲
輪
間

に
あ
る
土
橋
は
、堀
を
渡
る
土
橋
で
は
な
く
、隣
の
曲
輪
に
行
き
来
す
る
通
路
で
あ
っ

て
、
土
橋
上
に
は
完
全
に
横
方
向
か
ら
の
射
撃
が
連
続
的
に
掛
か
る
。
名
古
屋
城
の

六
か
所
の
土
橋
は
、
土
橋
の
特
殊
な
応
用
例
で
、
し
か
も
土
橋
を
最
も
有
効
に
防
御

に
応
用
し
た
例
で
あ
っ
て
、
史
上
随
一
の
縄
張
で
あ
る
。

　

こ
の
縄
張
手
法
の
古
例
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
家
康
の
重
臣
だ
っ
た
井

伊
直
政
が
築
い
た
高
崎
城
（
群
馬
県
）
の
西
曲
輪
に
か
つ
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

（
現
存
し
な
い
）。
本
丸
の
西
に
あ
っ
た
西
曲
輪
は
城
外
に
直
面
し
て
い
た
の
で
、
敵

の
侵
入
の
虞
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
城
外
か
ら
四
か
所
の
堀
（
天
然
の
谷
を
含
む
）

を
貫
入
さ
せ
て
曲
輪
を
分
断
し
、
そ
の
突
き
当
た
り
に
土
橋
を
設
け
、
そ
こ
に
敵
を

通
行
さ
せ
て
本
丸
か
ら
横
矢
を
掛
け
る
も
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
城
で
は
、
塩
蔵
構
と
搦
手
馬
出
の
間
の
土
橋
は
別
と
し
て
、

他
の
部
位
で
は
、
外
堀
か
ら
本
丸
に
向
か
っ
て
直
角
に
貫
入
し
て
く
る
堀
に
よ
っ
て

曲
輪
ど
う
し
を
仕
切
り
、
内
堀
の
間
際
で
そ
の
仕
切
り
堀
を
止
め
て
、
狭
い
土
橋
を

残
す
構
造
で
あ
る
。
五
か
所
の
仕
切
り
堀
（
う
ち
一
か
所
は
現
状
は
埋
没
）
が
あ
る
。

高
崎
城
の
手
法
を
高
度
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
仕
切
り
堀
を
鵜
の
首
と
い
う
場
合
と
土
橋
を
鵜
の
首
と
い
う
場
合
が

あ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
。仕
切
り
堀
が
細
長
い
の
で
そ
れ
を
鵜
の
首
と
い
う
よ
り
も
、

土
橋
上
で
停
滞
し
て
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
た
敵
を
鵜
の
首
に
詰
ま
っ
て
身
動
き
で

き
な
い
鮎
に
例
え
る
な
ら
、
鵜
の
首
は
土
橋
の
方
で
あ
る
。

　（
五
）
名
古
屋
城
の
縄
張
の
原
型

　

こ
の
よ
う
な
名
古
屋
城
の
巧
妙
な
縄
張
の
原
型
は
、駿
府
城
（
静
岡
市
）
で
あ
る
。

駿
府
城
は
徳
川
家
康
の
隠
居
城
と
し
て
、
名
古
屋
城
に
先
ん
じ
て
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
七
）
に
公
儀
普
請
で
築
か
れ
た
。
残
さ
れ
て
い
る
古
絵
図
に
よ
る
と
、
二

の
丸
の
枡
形
を
避
け
て
本
丸
の
南
西
隅
が
少
し
欠
け
て
い
る
が
、
本
丸
は
ほ
ぼ
正
方

形
で
あ
っ
て
、
そ
の
北
西
隅
に
天
守
を
設
け
て
い
た
。
本
丸
の
南
と
東
に
枡
形
門
を

設
け
、北
に
は
天
守
脇
に
非
常
口
の
小
門
（
名
古
屋
城
の
不
明
門
に
相
当
）
を
開
く
。

本
丸
は
多
門
櫓
で
取
り
囲
ん
で
い
た
。
南
門
と
東
門
の
外
側
は
、
二
の
丸
を
仕
切
り

石
垣
（
東
門
の
南
側
は
水
路
）
で
区
画
し
て
一
種
の
馬
出
を
設
け
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
駿
府
城
の
縄
張
は
名
古
屋
城
と
瓜
二
つ
で
、
駿
府
城
を
さ
ら
に
拡
大
発

展
さ
せ
た
の
が
名
古
屋
城
の
縄
張
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、名
古
屋
城
の
大
小
天
守
台
に
見
ら
れ
る
厳
重
な
地
階
通
路
の
構
造
も
、

そ
の
原
型
は
駿
府
城
に
見
ら
れ
る
。
駿
府
城
天
守
台（

３
）は

巨
大
で
、
そ
の
巨
大
な
天
守

台
の
中
の
平
地
に
天
守
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
天
守
の
周
囲
は
堤
防
状
の
石
塁
が
囲

み
、
南
側
に
天
守
台
入
り
口
の
小
さ
な
枡
形
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
櫓
門
が

建
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
枡
形
の
南
に
は
小
天
守
台
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
本
丸
か
ら
は
小
天
守
台
の
北
に
あ
る
階
段
で
上
る
。
小
天
守
台
の
地
階
で
コ

の
字
形
に
通
路
を
曲
が
り
、
天
守
台
入
り
口
の
枡
形
に
至
っ
た
。

　

名
古
屋
城
で
は
、
駿
府
城
の
巨
大
な
天
守
台
を
小
型
化
し
、
天
守
台
の
中
に
建
て
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ら
れ
て
い
た
天
守
を
直
接
に
天
守
台
周
縁
部
の
石
塁
の
上
に
建
て
、
入
り
口
の
枡
形

は
天
守
地
階
の
枡
形
と
し
て
い
る
。
江
戸
幕
府
の
御
大
工
頭
だ
っ
た
中
井
家
（
名
古

屋
城
天
守
も
そ
の
時
の
当
主
中
井
正
清
が
担
当
）
に
伝
わ
る
慶
長
創
築
時
の
名
古
屋

城
の
指
図
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
城
の
大
小
天
守
の
構
成
に
二
度
の
設
計
変
更
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
結
局
採
用
さ
れ
た
の
は
、
原
型
と
な
っ
た
駿
府
城
天
守

台
の
形
式
を
小
型
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　（
六
）
桑
名
城
・
駿
府
城
・
丹
波
篠
山
城
と
の
比
較

　

名
古
屋
城
の
縄
張
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
丸
全
周
を
二
の
丸
で
取
り
巻
く
輪

郭
式
縄
張
を
基
本
に
し
て
、
そ
の
二
の
丸
に
お
い
て
仕
切
り
堀
を
外
堀
か
ら
貫
入
さ

せ
て
六
つ
の
曲
輪
に
分
割
し
、
土
橋
で
鵜
の
首
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば

輪
郭
式
か
ら
の
大
々
的
な
進
化
発
展
型
で
あ
っ
て
、
も
は
や
分
類
不
可
能
な
縄
張
形

式
と
も
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
築
城
に
先
行
し
て
幕
府
が
行
っ
た
公
儀
普
請
の
駿
府
城
や
丹

波
篠
山
城
は
、
典
型
的
な
輪
郭
式
縄
張
で
あ
る
。
そ
れ
ら
二
城
で
は
、
城
壁
の
長
大

さ
に
比
し
て
狭
小
な
二
の
丸
が
特
徴
的
で
あ
っ
て
、
輪
郭
式
縄
張
の
深
刻
な
欠
点
を

露
呈
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、長
大
な
二
の
丸
の
城
壁
の
い
ず
れ
か
一
か
所
で
も
敵
の
侵
入
を
許
す
と
、

二
の
丸
全
体
が
陥
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
軍
事
的
な
欠
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
対
処

が
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
名
古
屋
城
に
お
け
る
鵜
の
首
の
よ
う
な
厳
重
さ
で
は
な

い
が
、
二
の
丸
を
低
い
石
垣
と
土
塀
で
区
画
し
て
分
割
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
駿

府
城
や
丹
波
篠
山
城
で
は
、
本
丸
虎
口
前
に
内
堀
を
挟
ん
で
二
の
丸（

４
）内
に
曲
輪
馬
出

を
設
け
て
い
た
。
惜
し
ま
れ
る
こ
と
に
こ
の
二
城
の
曲
輪
馬
出
は
全
く
現
存
し
な
い

が
、
古
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
る
。

　

駿
府
城
や
丹
波
篠
山
城
の
古
絵
図
に
よ
る
と
、
本
丸
の
大
手
お
よ
び
搦
手
の
そ
れ

ぞ
れ
の
虎
口
前
に
お
い
て
、
内
堀
を
渡
る
土
橋
を
防
護
す
る
た
め
に
、
土
橋
外
で
二

の
丸
を
低
い
石
垣
と
土
塀
（
駿
府
城
で
は
水
路
や
土
蔵
も
含
む
）
で
分
断
し
て
、
曲

輪
馬
出
（
馬
出
と
い
う
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
を
い
う
）
と
い
う
べ
き
小
区
画
を
設

け
て
い
た
。
輪
郭
式
の
二
の
丸
は
奥
行
き
が
狭
い
の
で
、
こ
の
曲
輪
馬
出
は
内
堀
か

ら
外
堀
（
駿
府
城
で
は
中
堀
）
ま
で
の
間
の
敷
地
を
占
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
の
丸

は
完
全
に
分
断
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
二
の
丸
は
い
く
つ
か
の
区
画
（
小
曲
輪
）

に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
や
や
緩
や
か
な
分
断
を
厳
重
な
堀

と
高
い
石
垣
に
変
え
た
の
が
名
古
屋
城
に
お
け
る
鵜
の
首
を
駆
使
し
た
縄
張
で
あ

る
。

図 ５　駿府城の縄張
「日本城郭史資料　第１６冊」駿府城絵図

（国立国会図書館デジタルコレクションより転載、部分、一部加工）
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そ
こ
で
、
駿
府
城
や
丹
波
篠
山
城
に
先
行
し
て
、
家
康
の
重
臣
の
本
多
忠
勝
が
慶

長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
改
修
を
始
め
た
桑
名
城
が
注
目
さ
れ
る
。
桑
名
城
の
本
丸

は
ほ
ぼ
四
角
形
で
あ
っ
て
、
そ
の
周
囲
を
二
の
丸
・
朝
日
丸
・
辻
馬
出
・
三
の
丸
と

い
う
小
曲
輪
で
取
り
巻
い
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
小
曲
輪
ど
う
し
は
堀
で
区
画
さ
れ
、

土
橋
や
木
橋
で
連
絡
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
一
連
の
も
の
と
し
て
扱
え
ば
、
名
古

屋
城
に
類
似
し
た
輪
郭
式
縄
張
の
発
展
型
と
も
言
え
る
。

　

さ
ら
に
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
家
康
の
重
臣
の
井
伊
直
政
が
築
い
た
高
崎
城

で
も
、
ほ
ぼ
四
角
形
の
本
丸
を
取
り
巻
い
て
、
梅
木
曲
輪
（
角
馬
出
）・
二
の
丸
・

榎
曲
輪
・
西
曲
輪
・
西
の
丸
と
い
っ
た
小
曲
輪
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
輪
郭

式
の
変
型
と
言
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
名
古
屋
城
の
巧
妙
な
縄
張
は
、
譜
代
大
名
の
井
伊
直
政
や
本
多
忠
政

の
慶
長
初
期
の
築
城
で
始
ま
り
、
公
儀
普
請
の
駿
府
城
・
丹
波
篠
山
城
に
お
い
て
飛

躍
的
に
発
展
し
た
も
の
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
輪
郭
式
か
ら
最
高
度
に

進
化
発
展
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
、
翻
っ
て
み
れ
ば
輪
郭
式
は
徳
川
氏
の
縄
張
の

図 ６　丹波篠山城の縄張
「諸国城郭絵図　丹波笹山城之絵図」

（正保城絵図、国立公文書館蔵、部分、一部加工）

図 ７　丹波篠山城の曲輪馬出（搦手馬出）　
「諸国城郭絵図　丹波笹山城之絵図」

（正保城絵図、国立公文書館蔵、部分、一部加工）
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基
本
形
式
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
、
名
古
屋
城
の
輪
郭
式
か
ら
進
化
発
展
し
た
と
言
え
る
縄
張
は
、
次
に
述

べ
る
よ
う
に
、
そ
の
先
行
例
か
ら
は
完
全
に
異
質
な
も
の
へ
と
さ
ら
に
大
き
く
変
容

し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

三
　
名
古
屋
城
二
之
丸
の
特
質

　（
一
）
一
般
的
な
二
の
丸

　

一
般
的
な
近
世
城
郭
に
お
け
る
二
の
丸
に
は
、
大
ま
か
に
二
種
類
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
本
丸
に
繋
が
る
比
較
的
に
大
き
な
曲
輪
で
あ
っ
て
本
丸
に
対
し
て
連
郭
式

あ
る
い
は
梯
郭
式
に
設
け
ら
れ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
本
丸
を
輪
郭
式
に
取
り
巻
く

も
の
で
あ
る
。
輪
郭
式
の
二
の
丸
は
前
述
し
た
よ
う
な
欠
陥
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
連
郭
式
あ
る
い
は
梯
郭
式
に
連
な
る
二
の
丸
は
、
本
丸
と
同
等
の
大
き
さ
の
例

が
多
く
、あ
る
い
は
本
丸
よ
り
大
き
い
例
も
少
な
く
な
い
。
本
丸
よ
り
大
き
い
例
は
、

高
知
城
・
高
松
城
・
岡
崎
城
・
吉
田
城
（
豊
橋
市
）・
浜
松
城
・
上
田
城
・
水
戸
城

な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
二
の
丸
は
本
丸
を
守
る
た
め
に
存
在
す
る
の
で
、
本
丸
よ
り
防
備
性
能

が
低
く
、
ま
た
本
丸
よ
り
も
格
式
が
低
い
。
防
備
性
能
に
関
し
て
は
、
城
壁
の
高
さ

が
低
い
、
本
丸
が
石
垣
で
あ
っ
て
も
二
の
丸
は
土
居
に
す
る
、
堀
幅
が
狭
い
、
櫓
が

少
な
い
か
貧
弱
で
あ
る
、
虎
口
の
防
備
性
能
が
下
が
る
と
い
っ
た
よ
う
な
差
異
を
つ

け
る
。
ま
た
、
御
殿
は
慶
長
の
築
城
期
に
は
本
丸
に
設
け
ら
れ
た
が
、
年
代
が
十
七

世
紀
中
期
以
後
に
下
降
す
る
と
御
殿
機
能
の
多
様
化
や
使
用
目
的
の
変
化
に
よ
っ
て

手
狭
に
な
り
、
広
い
二
の
丸
へ
新
た
に
広
大
な
御
殿
を
建
て
て
移
転
す
る
傾
向
が
強

い（
５
）。

図 ８　桑名城の中心部の縄張
「諸国城郭絵図　勢州桑名城中之絵図」（正保城絵図、国立公文書館蔵、部分、一部加工）
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　（
二
）
名
古
屋
城
二
之
丸
の
特
異
性

　

名
古
屋
城
二
之
丸
の
特
異
性
は
、
ま
ず
そ
の
広
大
さ
に
あ
る
。
次
に
国
土
地
理
院

地
図
の
計
測
機
能
を
用
い
て
得
ら
れ
た
名
古
屋
城
の
曲
輪
の
面
積
を
示
す
。

・
本
丸　
　
　
　
　
　

二
六
、〇
七
〇　

平
方
メ
ー
ト
ル

・
西
之
丸
・
大
手
馬
出
・
搦
手
馬
出
・
塩
蔵
構
・
御
深
井
丸　

　
　
　
　
　
　
　

合
計
八
四
、二
四
〇　

平
方
メ
ー
ト
ル

・
二
之
丸　
　
　
　

一
〇
〇
、四
〇
〇　

平
方
メ
ー
ト
ル

　

す
な
わ
ち
二
之
丸
は
本
丸
の
約
三
・
八
倍
も
の
面
積
が
あ
り
、
本
丸
周
囲
の
他
の

五
曲
輪
の
合
計
の
約
一
・
二
倍
も
あ
る
。
二
之
丸
を
除
い
た
本
丸
と
他
の
五
曲
輪
の

合
計
は
、
二
之
丸
の
一
・
一
倍
に
も
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
名
古
屋
城
の

中
心
部
（
総
石
垣
で
築
か
れ
た
部
分
で
あ
っ
て
、
二
十
家
の
外
様
大
名
に
公
儀
普
請

で
築
か
せ
た
部
分
）
の
お
よ
そ
半
分
の
面
積
を
二
之
丸
が
占
め
て
い
る
。
城
の
中
心

部
の
半
分
が
二
の
丸
で
あ
る
よ
う
な
偏
っ
た
縄
張
の
例
は
稀
有
で
あ
る
。

　

次
に
名
古
屋
城
二
之
丸
は
、
そ
の
防
備
の
厳
重
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
名
古
屋
城
の

中
心
部
の
主
要
な
五
つ
の
虎
口
は
、
総
て
厳
重
な
枡
形
門
で
あ
る
。
大
型
の
枡
形
を

総
石
垣
で
築
き
、
外
側
に
高
麗
門
、
内
側
に
櫓
門
を
建
て
て
い
た
。
さ
ら
に
枡
形
の

正
面
を
除
く
三
方
は
、
櫓
門
の
渡
櫓
と
多
門
櫓
で
完
全
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
厳
重
例
は
金
沢
城
の
石
川
門
し
か
現
存
し
な
い
。
城
郭
史
上
で
も
最
堅
固
な
構

造
で
あ
っ
て
、
将
軍
本
拠
の
江
戸
城
で
す
ら
枡
形
門
の
枡
形
を
囲
う
多
門
櫓
は
二
の

丸
下
乗
門
に
し
か
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
重
な
虎
口
は
、
本
丸
の
大
手
門
（
南
門
）
と
搦
手
門
（
東
門
）
お

よ
び
名
古
屋
城
の
正
門
と
い
う
べ
き
西
之
丸
榎
多
門
に
は
応
用
さ
れ
て
も
し
か
る
べ

き
で
あ
る
が
、
二
之
丸
の
大
手
門
（
西
鉄
門
）
と
搦
手
門
（
東
鉄
門
）
に
も
応
用
さ

れ
て
い
た
。
外
部
か
ら
二
之
丸
へ
直
接
に
至
る
虎
口
は
こ
の
二
門
し
か
な
く
、
二
之

丸
虎
口
の
厳
重
さ
は
異
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
隅
櫓
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
二
之
丸
に
は
四
棟
の
二
重
櫓
が
あ
り
、
内
向

き
で
あ
る
本
丸
側
の
北
西
隅
を
除
い
て
厳
重
に
守
備
さ
れ
て
い
た
。
二
之
丸
以
外
の

五
曲
輪
の
隅
櫓
は
合
わ
せ
て
四
棟
（
西
北
隅
櫓
の
み
現
存
）
し
か
な
い
。
本
丸
の
ほ

ぼ
全
周
は
多
門
櫓
が
囲
繞
し
て
い
た
が
、
他
の
部
位
で
は
名
古
屋
城
の
正
面
を
守
る

西
之
丸
南
正
面
と
大
手
馬
出
正
面
に
も
長
大
な
多
門
櫓
が
築
か
れ
て
い
た
。
二
之
丸

で
は
、
そ
の
西
正
面
の
西
鉄
門
左
右
に
多
門
櫓
が
連
な
り
、
搦
手
の
東
鉄
門
の
一
部

に
も
多
門
櫓
が
続
い
て
い
た
。
他
城
に
お
け
る
二
の
丸
の
防
備
と
比
べ
る
と
、
破
格

に
厳
重
だ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
重
な
二
之
丸
の
曲
輪
内
に
尾
張
国
主
徳
川
義
直
の
付
家
老
を
命
じ

ら
れ
た
平
岩
親
吉
の
屋
敷
が
築
城
時
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
諸
記
録
か
ら
し
て
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
之
丸
の
破
格
の
広
大
さ
と
厳
重
さ
か
ら
す
れ
ば
、
付
家

老
の
屋
敷
が
そ
の
中
心
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
強
い
違
和
感
を
覚
え
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　（
三
）
二
之
丸
の
四
脚
唐
門
の
存
在

　

名
古
屋
城
の
普
請
中
に
は
、
家
康
は
時
折
立
ち
寄
っ
て
視
察
し
て
い
る
が
、
そ
の

際
の
家
康
の
仮
の
御
座
所
（
行
殿
、
仮
御
殿
）
は
二
之
丸
の
平
岩
親
吉
の
屋
敷
に
設

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
今
和
泉
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
岩
親
吉
の
屋
敷
と
は
別
の
建
物
が
あ
っ
た

と
す
る
。

　

今
和
泉
報
告
で
特
に
注
目
し
た
い
点
は
、
二
之
丸
御
殿
の
西
南
に
あ
っ
た
孔
雀
門

の
建
築
年
代
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
城
天
守
の
御
大
工

頭
だ
っ
た
中
井
正
清
へ
宛
て
た
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
書
状
に
よ
っ
て
、
二

之
丸
の
四
棟
の
隅
櫓
と
二
か
所
の
枡
形
門
お
よ
び
「
唐
門
」
が
そ
の
年
に
竣
工
し
た
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で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
の
元
日
に
平
岩
親
吉
は
名
古
屋
城

二
之
丸
で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
唐
門
は
平
岩
親
吉
の
屋
敷
の
門
で
は
な
く
、

そ
の
後
も
二
之
丸
を
御
座
所
と
し
た
家
康
の
行
殿
の
た
め
に
新
た
に
建
て
ら
れ
た
門

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
「
唐
門
」
が
明
治
初
期
に
破
却
さ

れ
る
ま
で
二
之
丸
御
殿
に
あ
っ
た
孔
雀
門
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、『
金
城
温
古
録
』
に
所
載
の
孔
雀
門
を
解
説
す
る
。
同
書
に
は
「
孔
雀
御
門
」

と
記
さ
れ
、
四
脚
御
唐
門
造
と
あ
る
よ
う
に
、
切
妻
造
の
四
脚
門
（
四
足
門
）
の
正

面
に
唐
破
風
を
付
け
た
唐
門
で
あ
っ
て
、
記
述
に
よ
る
と
銅
瓦
葺
で
あ
っ
た
。
扉
の

孔
雀
を
は
じ
め
数
多
く
の
彫
刻
と
金
具
で
飾
ら
れ
た
豪
華
な
唐
門
で
あ
る
。
二
本
の

円
柱
を
主
柱
と
し
て
、
そ
の
前
後
に
角
柱
の
控
柱
を
添
え
た
正
規
の
四
脚
門
で
あ
っ

た
。

　

正
規
の
四
脚
門
は
、
平
安
時
代
後
期
に
お
い
て
は
大
臣
以
上
の
官
職
の
屋
敷
で
な

い
と
建
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
最
高
格
式
の
門
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
な

る
と
、
有
力
な
社
寺
の
表
門
に
も
広
く
応
用
さ
れ
た
が
、
世
俗
の
屋
敷
の
門
と
し
て

は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
官
職
の
規
定
は
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
た
。
城
郭
に
あ
っ
た

四
脚
門
に
つ
い
て
は
、
伏
見
城
や
聚
楽
第
遺
構
と
い
う
伝
承
の
あ
る
社
寺
の
門
（
豊

国
神
社
唐
門
や
西
本
願
寺
唐
門
な
ど
）
は
、
そ
の
伝
承
に
信
憑
性
が
な
い
が
、
現
状

が
社
寺
の
門
な
の
で
官
職
規
定
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
こ
こ
で
は
無
視
す
る
。
す

る
と
、
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の
正
門
で
あ
る
唐
門
が
現
存
唯
一
の
四
脚
門
の
例
で

あ
っ
て
、
江
戸
城
や
徳
川
大
坂
城
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
名

古
屋
城
二
之
丸
御
殿
の
門
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
名

古
屋
城
二
之
丸
の
特
殊
性
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
孔
雀
門
に
は
、「
慶
長
年
中
、
こ
こ
に
神
君
御

行
殿
の
御
所
お
は
し
ま
せ
し
時
の
御
門
也
と
云
。
或
は
寛
永
御
上
洛
の
御
時
、
公
方

様
御
本
丸
よ
り
此
御
城
へ
御
成
の
節
、
御
設
の
御
成
門
な
り
と
も
云
」
と
い
う
伝
え

が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
、
家
康
の
行
殿
の
門
で
あ
る
と
い
う
伝
え
が

正
し
か
っ
た
こ
と
が
、
今
回
確
認
さ
れ
た
。
家
康
は
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
、
四

脚
門
を
建
築
す
る
特
権
を
得
た
の
で
は
あ
る
が
、
行
殿
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
高
格
式

の
四
脚
門
を
建
て
た
の
は
、
名
古
屋
城
二
之
丸
に
特
別
な
意
義
を
も
た
せ
る
た
め

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
大
名
衆
が
名
古
屋
城
に
集
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
四
脚
門

の
存
在
に
よ
っ
て
徳
川
将
軍
家
の
絶
対
的
権
威
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
。

　

名
古
屋
城
二
之
丸
の
最
終
的
な
権
威
付
け
が
四
脚
門
（
四
脚
唐
門
）
の
創
建
だ
っ

た
と
考
え
る
と
、
そ
の
二
之
丸
自
体
の
構
造
に
も
将
軍
邸
の
最
高
格
式
を
も
た
せ
て

い
た
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。名
古
屋
城
二
之
丸
の
正
門
が
西
鉄
門
で
あ
り
、

図 ９　二之丸孔雀門
「金城温古録」（名古屋市蓬左文庫蔵、部分）
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裏
門
が
東
鉄
門
で
あ
る
こ
と
は
多
門
櫓
の
配
置
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

二
之
丸
の
正
門
が
他
城
で
好
ま
れ
た
南
に
向
か
な
い
点
に
は
、
意
味
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
足
利
将
軍
邸
の
室
町
殿
に
は
、
西
門
と
東
門
が
あ
っ
て
、
南
に
は
正
規
の

門
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
西
門
の
方
が
格
式
が
高
く
、
東
門
は
低
か
っ

た
。
名
古
屋
城
二
之
丸
の
城
門
配
置
に
つ
い
て
も
、
足
利
将
軍
家
の
権
威
を
正
当
に

受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

名
古
屋
城
の
二
之
丸
は
、
一
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
家
康
側
近
の
五
千
の

軍
勢
を
悠
々
と
収
容
で
き
る
規
模
で
あ
る
。
三
之
丸
を
含
め
た
一
一
六
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
名
古
屋
城
の
規
模
は
、
徳
川
本
軍
五
万
の
人
員
を
収
容
で
き
た
。
大
坂
城
包

囲
網
を
形
成
す
る
他
の
公
儀
普
請
の
城
と
は
懸
け
離
れ
て
規
模
が
大
き
い
理
由
は
、

家
康
本
人
が
出
陣
す
る
た
め
の
特
別
な
築
城
だ
っ
た
か
ら
と
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。

　

二
之
丸
が
破
格
に
大
規
模
な
点
は
、
慶
長
十
五
年
の
名
古
屋
築
城
当
初
か
ら
家
康

の
大
坂
へ
の
出
陣
を
想
定
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
之
丸
は
、

差
し
迫
っ
た
大
坂
城
攻
め
の
際
に
家
康
が
出
陣
す
る
た
め
の
本
陣
（
行
殿
）
と
し
て
、

平
岩
親
吉
の
死
後
、
慶
長
十
八
年
ま
で
に
隅
櫓
・
枡
形
門
そ
し
て
唐
門
を
急
遽
整
備

し
て
、
そ
の
威
容
を
最
高
度
に
増
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　

家
康
が
豊
臣
氏
を
正
当
に
討
伐
す
る
た
め
将
軍
家
（
当
時
は
大
御
所
）
の
威
厳
を

も
っ
て
出
陣
す
る
目
的
で
、
そ
の
二
之
丸
は
破
格
に
大
規
模
で
あ
り
、
異
様
に
厳
重

に
計
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
武
家
の
棟
梁
と
し
て
最
高
格
式
の
四
脚
唐
門
を
大
坂
の
陣

の
前
年
ま
で
に
設
え
て
、
出
陣
の
最
終
的
準
備
と
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
史
料
的
な
裏
付
け
が
な
く
い
わ
ば
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、

大
坂
城
包
囲
網
と
さ
れ
て
い
る
公
儀
普
請
の
城
郭
の
な
か
で
突
出
し
た
規
模
と
堅
固

さ
、
さ
ら
に
今
和
泉
報
告
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
四
脚
唐
門
の
建
築
年
代
の
決
定
に

よ
っ
て
、
名
古
屋
城
二
之
丸
に
は
大
坂
城
を
攻
め
る
た
め
の
戦
略
的
か
つ
実
戦
的
な

目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
は
明
白
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
堀
内
報
告
に
よ
っ
て
、
二
之
丸
の
北
御
庭
の
築
造
年
代
が
大
坂
落
城
後

だ
っ
た
こ
と
が
初
め
て
確
定
し
た
。
名
古
屋
城
二
之
丸
の
軍
事
的
な
あ
る
い
は
権
威

的
な
強
大
さ
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
反
面
、
城
内
庭
園
で
最
大
級
の
平
和
的
な
二
之

丸
庭
園
の
存
在
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
豊
臣
討
伐
と
い
う
名
古
屋
城

二
之
丸
の
当
初
目
的
が
達
成
さ
れ
た
後
は
、
名
古
屋
城
主
の
住
居
と
し
て
再
整
備
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
二
之
丸
庭
園
が
造
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
名
古
屋
城
草
創
期
の
歴

史
が
や
っ
と
解
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
付
言
す
る
な
ら
、
義
直
の
本
丸
か
ら
二
之
丸
へ
の
移
徒
は
本
丸
を
公
儀
の

宿
館
と
し
て
明
け
渡
し
た
も
の
と
い
う
従
来
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
素
直

に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
四
脚
唐
門
で
あ
る
孔
雀
門
が
存
在

す
る
二
之
丸
の
家
康
の
行
殿
に
居
を
移
す
こ
と
は
、
武
家
の
棟
梁
の
象
徴
を
家
康
か

ら
暗
黙
の
上
で
受
け
継
ぐ
こ
と
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

註（
１
）
大
類
伸
『
城
郭
之
研
究
』
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
三
八
年
三
月
。

（
２
）
名
古
屋
城
の
大
手
馬
出
・
搦
手
馬
出
は
、
長
方
形
平
面
の
角
馬
出
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
本
丸
の
虎

口
か
ら
土
橋
で
内
堀
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
本
丸
の
城
壁
沿
い
に
左
右
に
土
橋
を

設
け
て
出
撃
す
る
形
式
で
、
典
型
的
な
馬
出
で
あ
る
。
た
だ
し
、
馬
出
と
し
て
は
通
常
の
も
の
の
数

倍
も
の
規
模
が
あ
る
の
で
、
馬
出
を
拡
大
し
た
「
曲
輪
馬
出
（
郭
馬
出
）」
と
い
う
新
式
の
構
え
で

あ
る
。
そ
の
先
駆
例
は
後
述
す
る
駿
府
城
や
丹
波
篠
山
城
の
二
の
丸
に
あ
っ
た
。

（
３
）
駿
府
城
天
守
台
は
、
そ
の
中
央
の
平
地
に
天
守
が
ほ
ぼ
独
立
し
て
建
ち
、
そ
の
四
周
に
隅
櫓
や
多
門

櫓
を
建
て
て
い
た
の
で
、
正
し
く
は
天
守
曲
輪
（
天
守
丸
と
も
）
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
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を
天
守
台
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
天
守
の
焼
失
後
の
絵
図
に
天
守
台
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
天

守
が
残
っ
て
い
た
ら
天
守
台
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
天
守
台
の
正
面
に

あ
る
突
出
部
は
、
名
古
屋
城
の
小
天
守
台
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
天
守
は
建
て
ら
れ

ず
、
小
さ
な
Ｌ
字
形
平
面
の
多
門
櫓
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
小
天
守
台
で
は
な
く
、
天
守
曲
輪
の

一
部
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

（
４
）
丹
波
篠
山
城
で
は
、
後
世
に
な
っ
て
曲
輪
の
呼
称
が
変
更
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
天
守
丸
（
史
料
上

は
「
殿
守
丸
」）
を
本
丸
、
往
時
の
本
丸
を
二
の
丸
、
往
時
の
二
の
丸
を
三
の
丸
と
現
在
は
呼
ん
で

い
る
。
本
報
告
で
は
慶
長
築
城
当
時
の
二
の
丸
を
扱
う
の
で
、
現
在
の
呼
称
で
は
な
く
、
往
時
の
呼

称
に
従
う
。

（
５
）
本
丸
御
殿
か
ら
新
設
二
の
丸
（
あ
る
い
は
三
の
丸
）
御
殿
へ
の
城
主
の
移
徒
の
例
を
挙
げ
る
と
、
熊

本
城
・
高
知
城
・
岡
山
城
（
本
丸
上
段
か
ら
中
段
へ
）・
松
江
城
・
姫
路
城
・
丹
波
亀
山
城
・
浜
松
城
・

仙
台
城
な
ど
が
あ
る
。

既
発
表
文
献

・「
津
城
と
高
虎
の
城
造
り
」『
藤
堂
高
虎
─
そ
の
生
涯
と
津
の
町
の
発
展
─
』
津
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
八
年
八
月

・『
復
元
大
系
日
本
の
城
』
六
中
国
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
三
月
（
共
著
）

・『
復
元
大
系
日
本
の
城
』
五
近
畿
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
五
月
（
共
著
）

・『
復
元
大
系
日
本
の
城
』
四
東
海
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
七
月
（
共
著
）

・『
復
元
大
系
日
本
の
城
』
七
南
紀
・
四
国
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
三
年
五
月
（
共
著
）

・『
復
元
大
系
日
本
の
城
』
九
城
郭
の
歴
史
と
構
成
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
三
年
八
月
（
共
著
）

・『
日
本
の
城
原
風
景
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
一
二
月
（
共
著
）

・『
名
古
屋
城
』
歴
史
群
像
名
城
シ
リ
ー
ズ
、
学
習
研
究
社
、
一
九
九
五
年
一
月
（
共
著
）

・『
秀
吉
の
城
と
戦
略
』
成
美
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
四
月
（
共
著
）

・『
城
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂
、
一
九
九
九
年
九
月

・『
最
新
日
本
名
城
古
写
真
集
成
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
二
年
五
月
（
監
修
・
執
筆
）

・『
よ
み
が
え
る
名
古
屋
城
』
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
（
監
修
・
執
筆
）

・『
城
造
り
の
す
べ
て
』
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
（
監
修
・
執
筆
）

・『
す
ぐ
わ
か
る
日
本
の
城
』
東
京
美
術
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
（
監
修
・
執
筆
）

・『
城
の
つ
く
り
方
図
典
』
改
定
新
版
、
小
学
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
（
初
版
は
二
〇
〇
五
年
三
月
）

・『
近
世
城
郭
の
最
高
峰　

名
古
屋
城
』
名
古
屋
城
検
定
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
（
監
修
・
執
筆
）

・『
図
説
近
世
城
郭
の
作
事　

天
守
編
』
原
書
房
、
二
〇
二
二
年
一
月

・『
図
説
近
世
城
郭
の
作
事　

櫓
・
城
門
編
』
原
書
房
、
二
〇
二
二
年
五
月

・『
天
守　

芸
術
建
築
の
本
質
と
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
一
一
月

・『
図
説
近
世
城
郭
の
普
請　

石
垣
編
』
原
書
房
、
二
〇
二
四
年
四
月




